
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国際平和のためのユース対話イベント 

「被爆 80 年の今、広島から世界へ　‐若者が提案する核兵器廃絶・平和への道 -」 

広島県/へいわ創造機構ひろしま（HOPe）-国連訓練調査研究所（ユニタール）広島事務所 

合同記者発表会の御案内 

 

広島県/へいわ創造機構ひろしま（HOPe）及び国連訓練調査研究所（ユニタール)広島事務所 
は、広島への原爆投下から 80年を迎える 2025 年 8月 6日に、世界の平和実現に向けて第一線で

活躍する要人や実務者等のゲストを迎え、国際平和のためのユース対話イベント 
「被爆 80 年の今、広島から世界へ　- 若者が提案する 核兵器廃絶・平和への道 -」を 
共催いたします。 
当イベントでは、2025 年度「国連ユニタール広島青少年大使プログラム」に参加する 

高校生をはじめとする若者が、ゲストとの対話を通じて、平和への取組に関する議論を深め、

「平和な世界」を実現するためのロードマップを、世界に向けて発信することを目指します。 
つきましては、報道関係者の皆様に、同イベントとそれに関連する取組を御紹介させて 

いただきたく、下記の通り記者発表会を開催いたします。 
ぜひ御取材の程お願いいたします。 

 
【記者発表会の開催概要】 
ž 日　時：2025 年 7 月 29 日（火） 10:00～10:30 
ž 場　所：広島県庁　本館２階 記者会見室 
ž 登壇者：広島県知事/へいわ創造機構ひろしま（HOPe）代表 湯﨑 英彦 
　　　 　　国連ユニタール広島事務所長     三上 知佐 

　　　　　　ノートルダム清心高等学校 ２年    南條 紗結子（若者代表）
なんじょう さ ゆ ね

   
【プログラム】 

 
【お問い合わせ】 
国連訓練調査研究所（ユニタール）広島事務所　　担当：田村（広報） 
E-mail: Momoka.TAMURA@unitar.org 
Tel.: 082-236-3808

 時間 内容 
 09:50-10:00 受付
 10:00-10:15 1. 国際平和のためのユース対話イベント　「被爆 80年の今、広島か

ら世界へ　‐若者が提案する核兵器廃絶・平和への道 -」の実施に

ついて 
2. 関連の取組について 
▪ 2025 年度「国連ユニタール広島青少年大使プログラム」 
▪ ミシェル・ジャイルズ＝マクドノー国連事務次長補兼国連ユニタ

ール総代表初来日・来広
 10:15- 質疑応答

資　料　提　供 

令和７年７月 25 日 

課　　名：平和推進ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ･ﾁｰﾑ 

（へいわ創造機構ひろしま事務局） 

担 当 者：山本 

内　　線：2365 

直通電話：082-513-2368 


